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ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

行
方
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　 

会 

長
　
伊 

藤
　 

孝 

一

　

平
成
２５
年
度
第
１
回
広
報

誌
「
あ
お
ぞ
ら
」
を
発
行
す

る
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
皆
様
方
に
は
行

方
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
推
進
に
深
い
ご
理
解
、
ご

支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
進

み
、
か
つ
て
の
地
域
の
連
帯

感
や
助
け
合
い
等
の
相
互
扶

助
が
変
化
す
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
や
子
ど
も
へ
の
虐
待

な
ど
新
た
な
社
会
問
題
も
発

生
し
て
い
ま
す
。　

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
住

民
一
人
ひ
と
り
が
個
人
と
し

て
尊
重
さ
れ
、
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
を
深
め
な
が
ら
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を

目
指
し
、
ま
た
、
環
境
の
変

化
に
対
応
し
た
地
域
福
祉
を

実
現
す
る
た
め
、
昨
年

度

『
地
域
福
祉
活
動
計
画
』
を

作
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
の
推
進

に
あ
た
り
「
あ
な
た
が
支
え

る
ふ
る
さ
と　

な
め
が
た
」

を
基
本
理
念
と
し
、
住
民
、

行
政
、
関
係
団
体
の
協
働
の

も
と
、
地
域
と
い
う
視
点
を

大
切
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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地
域
福
祉
事
業

　
○
高
齢
者
福
祉
事
業

　
　

・
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　

・
介
護
予
防
事
業

　

○
障
害
者
（
児
）
福
祉
事
業

　
　

・
び
っ
く
り
・
発
見
・
夏
キ
ャ
ン
プ

　
　

・
障
害
者
ふ
れ
あ
い
料
理
教
室

　
　

・
の
び
の
び
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　

・
盲
人
用
録
音
物
配
布
事
業

　
　

・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
支
援

　
　

・
心
の
サ
ロ
ン

　

○
母
子
・
父
子
福
祉
事
業

　
　

・
ひ
と
り
親
家
庭
事
業

　

○
子
育
て
支
援
事
業

　
　

・
子
育
て
健
康
講
座

　
　

・
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　

・
養
育
支
援
訪
問
事
業

　

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　
　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
強
化

　
　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
実
施

　
　

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
育
成
・
援
助

　
　

・
福
祉
教
育
の
推
進

　

○
共
同
募
金
運
動

　

○
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

○
福
祉
関
係
団
体
の
支
援

平成２５年度行方市社会福祉協議会事業計画
　社会福祉協議会（社協）は、社会福祉法に基づき、すべての都道府県、市区町村に設置され、住民主体の

地域福祉活動を推進することを目的とした非営利の民間組織です。

　誰もが安心して暮らすことのできる地域づくりの実現に向けて、住民の皆さんと共に考え取り組んで参ります。

社協の主な事業相
談
支
援
事
業

　

○
法
律
相
談
事
業

　

○
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

○
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

在
宅
生
活
支
援
事
業

　

○
福
祉
機
器
（
車
い
す
等
）
貸
出
事
業

　

○
福
祉
車
両
貸
出
事
業

　

○
訪
問
歯
科
診
療
器
具
貸
出
事
業

　

○
在
宅
リ
ハ
ビ
リ
ア
ド
バ
イ
ス
事
業

　

○
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

○
軽
度
生
活
援
助
事
業

障
害
者
総
合
支
援
事
業

　

○
居
宅
介
護

　

○
重
度
訪
問
介
護

　

○
同
行
援
護

　

○
行
動
援
護

　

○
計
画
相
談
支
援

　

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

地
域
生
活
支
援
事
業

　

○
相
談
支
援
事
業

　

○
移
動
支
援
事
業

　

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

広
報
啓
発
事
業

　
○
広
報
誌
「
あ
お
ぞ
ら
」
の
発
行

　

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営

当
事
者
団
体
支
援
事
業

　

○
行
方
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

　

○
行
方
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

○
行
方
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
議
会

　

○
行
方
市
遺
族
会

介
護
保
険
事
業

　

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

　

○
訪
問
介
護
事
業

そ
の
他
社
会
福
祉
関
連
事
業

　

○
デ
マ
ン
ド
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
事
業
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平成25年度行方市社会福祉協議会予算
　平成25年度予算は３月に行われました理事会・評議員会で議決されました。住民の皆様

からの会費や介護報酬のほかに、市からの補助金・受託金や共同募金等で構成され、様々

な福祉事業に役立てられます。

一般会計　　294,225,000円

会 費 10,540

寄 付 金 1,960

補 助 金 70,006

受 託 金 41,346

事 業 収 入 13,392

共 同 募 金 配 分 金 3,300

介 護 保 険 81,286

就 労 支 援 事 業 1,333

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 40,970

雑 収 入 等 17

拠 点 区 分 間 繰 入 金 18,823

サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 5,583

繰 越 金 5,669

合 計 294,225

法 人 運 営 事 業 89,471

地域福祉活動推進事業 2,126

給 食 サ ー ビ ス 事 業 3,705

善 意 銀 行 事 業 761

善意銀行事業(北浦地区) 1,564

共同募金配分金事業 3,850

居 宅 介 護 支 援 事 業 28,671

居 宅 介 護 等 事 業 67,608

障害福祉サービス居宅介護事業 17,641

受 託 事 業 49,807

指 定 管 理 運 営 事 業 29,021

合 計 294,225

（単位：千円）

（単位：千円）

収入

支出

会費
3.58％

繰越金
1.93％

寄付金
0.67％

補助金
23.79％

受託金
14.05％

事業収入
4.55％

法人運営事業
30.41％

共同募金配分金
1.12％

地域福祉活動推進事業
0.72％

給食サービス事業
1.26％

善意銀行事業
0.26％

共同募金配分金事業
1.31％

居宅介護支援事業
9.74％

居宅介護等事業
22.98％

受託事業
16.93％

指定管理運営事業
9.86％

障害福祉サービス
居宅介護事業

6.00％ 善意銀行事業
（北浦地区）

0.53％

介護保険
27.63％

就労支援事業
0.45％

障害福祉
サービス等

13.92％

雑収入
0.01％

拠点区分間繰入金
6.40％

サービス区分間繰入金
1.90％
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言
葉
に
苦
労

　

四
月
に
し
て
は
少
し
肌
寒
い
日
に

お
伺
い
し
ま
し
た
。
季
節
は
春
の
準

備
を
す
っ
か
り
終
え
て
、
盛
り
を
む

か
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
前
日

に
降
っ
た
雨
が
そ
れ
を
許
さ
な
い
か

の
よ
う
な
気
候
で
す
。
そ
の
よ
う
な

な
か
貝
塚
さ
ん
は
息
子
さ
ん
夫
婦
と

と
も
に
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

貝
塚
さ
ん
は
三
人
兄
弟
の
末
っ
子

と
し
て
繁
昌
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
で
の
十
年
間
の
理
容
師

修
業
の
の
ち
、
地
元
に
戻
り
開
業
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
修
業
時

代
に
苦
労
し
た
こ
と
に
つ
い
て
お
伺

い
し
ま
し
た
。
「
言
葉
が
一
番
苦
労

し
た
か
な
。
方
言
が
通
じ
な
く
て

ね
。
上
京
す
る
ま
で
は
使
っ
て
い
る

言
葉
が
方
言
か
ど
う
か
な
ん
て
考
え

も
し
な
か
っ
た
よ
。
当
時
は
よ
く
か

ら
か
わ
れ
た
も
ん
だ
。」
と
笑
っ
て

答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

プ
レ
ー
は
毎
日

　

昨
年
十
月
で
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

貝
塚
さ
ん
。
今
も
毎
日
近
所
の
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
ま
で
足
を
運
び
、
プ

レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で

す
。「
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
体
を
動
か

す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
そ

の
お
か
げ
で
体
が
鍛
え
ら
れ
た
ん
だ

と
思
う
。
七
十
歳
く
ら
い
ま
で
は
、

病
院
に
行
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た

よ
。」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
も
好
き

で
、
テ
レ
ビ
で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な

ど
を
ご
覧
に
な
る
そ
う
で
す
。
貝
塚

さ
ん
曰
く
、「
巨
人
が
好
き
な
ん
だ
け

ど
、
最
近
は
テ
レ
ビ
で
や
る
日
が
少

な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
ね
。」
と
少
し
寂

し
そ
う
な
表
情
が
印
象
的
で
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
貝
塚
さ
ん
に
は
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
歌
で
す
。
十
八
番
は

無
法
松
の
一
生
。
自
分
で
歌
う
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
聞
く
の
も
大
好

き
だ
そ
う
で
す
。「
好
き
な
ラ
ジ
オ

番
組
が
あ
っ
て
ね
。
か
か
さ
ず
聞
い

て
い
る
よ
。」
と
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

太
陽
の
よ
う
な
存
在

　

「
あ
り
が
と
う
」
や
「
感
謝
」
の

心
を
持
ち
な
が
ら
生
活
す
る
こ
と

を
心
が
け
て
い
る
と
い
う
貝
塚
さ

ん
。
こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る

と
、
周
り
の
人
達
に
恵
ま
れ
て
き
た

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
貝
塚
さ
ん
ご
自
身
が
暖

か
い
太
陽
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

夢
は
・
・
・

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
目
標
に
つ
い

て
お
伺
い
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
少

し
時
間
を
置
い
て
、
「
の
ど
自
慢
に

で
る
こ
と
が
夢
だ
ね
。」
と
照
れ
く

さ
そ
う
に
答
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。

　

優
し
く
も
力
強
く
質
問
に
答
え
て

く
だ
さ
っ
た
貝
塚
さ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
お
体
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

取
材
が
終
わ
り
外
に
出
る
と
、
先

ほ
ど
の
肌
寒
さ
が
嘘
の
よ
う
に
ぽ
か

ぽ
か
陽
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
感
じ
た
の
は
天
候
の
せ
い
だ
け
で

は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ゲートボールで獲得したメダルの数々

い
き
い
き
長
寿
者
紹
介

貝か
い

塚つ
か 

禎て
い

作さ
く 

さ
ん
（
行
方
市
繁
昌
）

貝塚 禎作 さん

１００
歳
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は
じ
め
て
の
手
話
⑥

掌
を
下
に
、
指
を

前
に
向
け
た
右
手

を
右
方
へ
波
打
た

せ
る

花の形を回転させて太陽に
向けて開く表現

市内において活動している手話サークル
みんなの手（麻生地区）、相

あいおいかい

生会（北浦地区）、ほたる灯
び

（玉造地区）があります。手話に興味を

持たれた方はぜひご連絡ください。

お問合せ　地域福祉係　☎０２９９（３６）２０２０

②
花
火

夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
６
月
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
夏
に
ま
つ
わ

る
手
話
を
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
夏

親
指
を
人
差
し
指
の
上
に

の
せ
た
右
手
拳
で
首
筋
を

仰
ぐ
よ
う
に
動
か
す

甲
を
ふ
く
ら
ま
せ
た
両
手
を

つ
け
合
せ
、
上
へ
上
げ
て
左

右
へ
開
く

③
祭
り

④
キ
ャ
ン
プ

⑤
海

⑥
ひ
ま
わ
り

立
て
た
右
手
小
指

の
指
先
を
唇
に
あ

て
、

右

へ

動

か

し
、手

首
を
つ
け
た
両
手
を
広
げ
、
左
か
ら
右
へ

大
き
な
弧
を
描
い
て
移
動
す
る

５
指
を
折
り
曲
げ
た
両
手
掌

を
上
に
向
け
て
右
肩
の
前
で

上
下
す
る

(

神
輿
を
担
ぐ
イ
メ
ー
ジ)

左
手
甲
に
右
手
５
指
の
指
先

を
つ
け
、
上
に
引
き
上
げ
な

が
ら
閉
じ
る
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日常生活自立支援事業
　今号より掲載することになりました、「社協のさーびす」。ここでは、対話形式で社協の

サービスを分かりやすく説明していきたいと思います。第１回目の今回は「日常生活自立

支援事業」をご紹介いたします。

Ａ子さん：ひとり暮らしをしている父なんですが、最近お

金の管理に自信がなくなってきたって言うんで

す。それに、商品勧誘の人が来たとき、どう対

応していいかわからないとも言っています。ど

うしたらよいでしょうか？

社協太郎：それなら「日常生活自立支援事業」を利用して

みたらどうですか。

Ａ子さん：それはどのようなものでしょうか？

社協太郎：自分ひとりでのお金の管理に困っている人や、

福祉サービスの契約などの判断をすることが不

安な人が利用できる制度です。本人に代わって

日常的なお金の出し入れをしたり、通帳・証書

を預かったりもします。それに定期的な訪問も

あります。

Ａ子さん：そうなんですか。知りませんでした。それなら

父も私も安心です。早速父に話してみます。

サービス使用例　【ホームヘルパーの利用と通帳管理のお手伝い　Ｄ子さん　80歳】
　Ｄ子さんは現在、ひとり暮らし。最近「通帳の置き場所が時々わからなくなる」など不安を感じて

いました。また、ホームヘルパーを利用したいと思っていましたが、どうやって手続きをしたらよい

かわかりませんでした。そんな折に、娘さんを通じて社協に相談したことが日常生活自立支援事業を

知るきっかけになりました。

現在は、毎月１回生活支援員が訪れ、預金から生活費をおろしてきてもらい、Ｄ子さん宛の郵便物の

なかで支払いの必要なものがあれば、一緒に確認をして手続きのお手伝いをします。さらに要介護認

定の申請なども生活支援員が立ち会うなど、Ｄ子さんの暮らしをしっかりとサポートしています。

お問合せ　地域福祉係　☎　０２９９（３６）２０２０

※相談は無料ですが、サービス利用に関しては有料です。対象者の状況によっては
サービスを利用できない場合もあります。詳細についてはお問合せください。

社協のさーびす ●●1
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≪重点課題と今 後の取り組み≫

基本理念

あなたが 支える
  　ふる さと
    　 な めがた

◆情報提供・相談体制の充実
・地域の人々が、自分の必要する情報を容易に入手
できるよう、社協だよりやホームページをはじめ
とした各種情報媒体を活用していきます。

・地域の人々が、自分にあった適切な相談を受ける
ことができるよう、相談機能の充実を図るととも
に、関係団体との連携を強化していきます。

◆支え合いと助け合いの地域づくり推進
・地域の住民が性別や年齢にかかわらず気軽に集まり、情報を交換
し、相談をし合えるような場所や機会を充実させ、地域の人々の交
流を促進します。
　また、地域で、孤立しながちな高齢者や子育て中の親に対して、
人々と交流できる場を提供していきます。

◆組織体制の強化
・効率的かつ実効性のある事業展開をしていくため、組織体
系の強化を図るとともに、職員の知識や能力の向上、事務
事業等の効率化を図ります。

　すべての市民が、地域の中で、いきいきと活動し、安心・安全に生活できる地域社会をつくるこ
とが求められています。
　今、公的なサービスとともに重要になっているのは、地域を支える力としての住民の役割です。
地域の実情に通じた住民が、地域の人々と普段から、心の絆を強め、お互いに助け合い、支え合っ
ていくことが必要です。
　市民一人ひとりが、福祉サービスの受け手としてだけではなく、地域福祉の主役として、地域の
活動に積極的に参加していくことが大切です。
　行方市社会福祉協議会は、地域福祉を推進するため、「あなたが支えるふるさと  なめがた」を基
本理念として、市民の皆様や、行政、関係機関と連係して、地域福祉活動計画を推進いたします。

が完成しました！　「あなたが支えるふるさと なめがた」
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≪重点課題と今 後の取り組み≫

基本理念

あなたが 支える
  　ふる さと
    　 な めがた

　「あなたが支えるふるさと なめがた」

◆市民の活動への参加促進
・市民一人ひとりの地域福祉に対する関心を高め、
各種の活動への参加を促進するため、学校や地
域などでの様々な機会を通じて、福祉に関する
学習と体験の場や機会の充実を図ります。

・地域福祉を担う人材を発掘、育成、支援してい
くため、地域福祉やボランティア活動に関する
学習の機会を拡充していきます。

・ボランティア活動への参画を促進するため、各
種活動団体の情報を提供するとともに、参加の
きっかけづくりになる説明会、体験学習の機会
の充実を図ります。

◆サービス提供体制の充実
・地域の実情に応じた、きめの細かい福祉サービスを実施します。
　また、地域の人々が中心になって行なう住民参加型福祉サービスの
支援を行ないます。

・地域の人々一人ひとりの人権の擁護という観点に立って、高齢者や障
害者、児童への虐待の予防、防止を図るとともに、被虐待者への支援
を行ないます。
　また、悪徳商法への対応から、認知症や知的障害、精神障害などに
より、自分で的確な判断のできない人々に対して支援を行ないます。

行方市地域福祉活動計画

行方市地域福祉活動計画とは

この計画は、地域の皆さんや福祉・保健等の関係団体や事業者
が、地域福祉の推進に主体的に関わるための具体的な活動をま
とめたものです。



ふれあい料理教室参加者募集のお知らせ
　市内に住む障害者の方を対象に、食事を通しての健康づくり及び
仲間づくり・交流を図ることを目的として料理教室を開催いたします。
栄養士考案の献立による自宅でもできる簡単なメニュー作りです。
お気軽にご参加ください♪

■会　場：北浦保健センター　調理室
■時　間：１０：００　～　１３：３０頃
■参加費：無料（研修等の際、個人負担があります）

調理補助のボランティア

も募集しています♪

社協だより
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実施日 平成25年 7月 24日㈬･25日㈭･26日㈮

　　　　　　　  8月  1日㈭･  2日㈮･  9日㈮･16日㈮

　　　　　　　　　 21日㈬･22日㈭･23日㈮

時　間 午前9時から午後4時まで

場　所 行方市玉造農村環境改善センター

内　容 屋内外でのレクレーション等

対象者 市内在住の特別支援学校等の児童・生徒
　　　 ※処遇することが困難な医療を要する方を除く

　4月11日㈭に霞ヶ浦ふれあいランドにお花見に出かけまし

た。天気もよく暖かな中、桜の花は少々散ってしまってい

て残念でしたが、みんなでボ－ルを使ったレクリエ－ショ

ンやバトミントン、散歩や虹のタワ－にのぼり楽しみまし

た。お昼は,みんなでお弁当を食べました。外で食べるお弁

当はとてもおいしく、笑顔が絶えない一日となりました。

障害者地域活動支援センター「ドリームハウス」

夏休み、みんなで一緒に過ごしませんか?

定　員 10名（定員を超えた場合は抽選
　　　　　　 により決定いたします）

参加費 1,000円（1日あたり）

詳細につきましては、お問合せください。

●お問合せ

地域福祉係　☎ 0299(36)2020

障害者地域活動支援センター「ドリームハウス」
〒311-3832　行方市麻生2744-23　☎ 0299(72)0054

開 催 日
６月２９日（土） 調理実習
９月２８日（土） 調理実習

１２月２１日（土） 調理実習
平成２６年３月 研修事業 (お問合せ) 地域福祉係　☎ 0299(36)2020



もしくはお勤めの方
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　ニュースポーツを通して、
自分の能力や好みに合わせて楽
しみ、生きがいと健康、仲間と
の交流を深めながら生涯スポー
ツの振興を図ります。
「元気で　いつでも　どこでも
　誰とでも　楽しもう。」

地域のごみゼロを願って　〜ボランティア連絡協議会が清掃活動を実施〜

げんき行方楽
ら っ

健
け ん

塾
参加者募集のお知らせ

主　　　催	 行方わくわくスポーツクラブ

会場・期日	 行方市内の公共施設において月1、2回
	 ※申込者の方には詳細を御連絡

	 いたします。

講　　　師	 茨城県スポーツリーダーバンク登録者

	 茨城県ニュースポーツクラブ指導者

	 行方わくわくスポーツクラブ指導者

募 集 対 象	 行方市内にお住まい

実 施 種 目	 ユニカール、シャフルボード、

	 オーバルボール、ニチレク、

	 ペタンク、バッコー、フライング

	 ディスクゴルフ、バードゴルフ、

	 デスコン　等

費　　　用　保険代　会費他　年間1,000円

申　込　先　行方わくわくスポーツクラブ
	 (代表 羽成忠一)☎0299(55)0299

　　　　　　または

	 社会福祉法人　行方市社会福祉協議会	

	 地域福祉係　  ☎0299(36)2020

給食サービス
ボランティア募集
　絵手紙を添えて「お元気ですか？」の一

声とともにお渡しします。旬の食材を使っ

たお弁当は、大変喜ばれております。

　玉造地区の調理・配達ボランティアとし

て活動してくださる方を募集しています。

お料理が好きな方、興味がある方は是非活

動に参加してみませんか?

○活 動 日　毎月第２・４木曜日

　　　　　　（午前９時～正午くらい）

　　　　　　※９月より第２・３・４木曜

　　　　　　　の月３回活動予定です

○活動内容　市内にお住まいのひとり暮ら

　　　　　　し高齢者や高齢者世帯、障害

　　　　　　者世帯へのお弁当づくり・配

　　　　　　達（どちらかのみでも結構です）

○実施会場　玉造公民館　調理室

●お問合せ
　地域福祉係　☎０２９９(３６)２０２０

ニュースポーツを

楽しもう

交流会ではユニカールを

楽しみました

　3月30日㈯に天王崎公園周辺において、行方市ボランティア連
絡協議会会員のみなさん、約60名の方々が清掃活動を行いまし
た。当日はあいにくの小雨にもかかわらず、みなさん精力的に活
動されていました。参加者の方からは「思っていたよりもごみは
あるね」や「きれいになると気持ちいいね」などの声が聞かれま
した。皆さんお疲れさまでした。 清掃活動の様子

●お気軽にご相談ご連絡下さい
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預 託 者 名 金額(円) 指定先

食 べ 処 わ た な べ 20,000 無指定

玉造工業高校24年度卒業生一同 4,462 無指定

匿 名 1,678 無指定

荒 張 髙 一 20,000 無指定

預 託 者 名 金額(円) 指定先

青 木 　 幸 10,000 北浦

勢 司 浩 之 20,000 北浦

阿 須 間 　 謙 三 20,000 北浦

齊 藤 フ サ 20,000 北浦

東 山 　 稔 　10,000 北浦

大 和 田 　 良 夫 20,000 北浦

鈴 木 　 操 20,000 北浦

大 久 保 　 文 男 20,000 北浦

原 　 瑞 穂 30,000 北浦

塙 　 一 男 10,000 北浦

前 川 俊 雄 10,000 北浦

沼 里 静 江 20,000 北浦

森 坂 政 行 20,000 北浦

谷 田 　 仁 20,000 無指定

吉 田 賢 次 20,000 北浦

大 和 田 　 良 夫 20,000 北浦

吉 田 正 治 10,000 北浦

谷 川 善 弘 20,000 北浦

広 報 委 員

委 員 長　大軒　光江　　委　　員　高橋さち子

副委員長　石橋　展子　　　　　　　山崎　　寛

委　　員　大久保　守　　　　　　　横田　照実

            　菅谷　京子　　　　　　　代々城千尋

            　磯山   正子　　　　　　　野原   芳次

皆様からのご寄付（順不同・敬称略）

一般寄付金

指定寄付金

　平成２５年２月１日から平成２５年４月３０
日までに善意をおよせいただいた方々を紹
介いたします。皆様からの善意は行方市の
さまざまな福祉活動に使わせていただいて
おります。

　ご指定いただいた寄付につきましては、指定

の事業に使わせていただきます。皆様からの温

かいご寄付に心より感謝申し上げます。

預 託 者 名 預託品 指定先

橋　 本　 照　 雄 タオル 無指定

預 託 者 名 金額(円) 指定先

北 浦 三 育 中 学 校 50,000 共同募金会

物品寄付

東日本大震災義援金

北浦三育中学校

行方市善意銀行行方市善意銀行

編
集
後
記

編
集
後
記


